
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ふれあいクラブ演芸会】 

   小倉地区では、毎年５月下旬頃、地区社会福祉協議会と地区公民館の共催、民生委員

の協力を得て「ふれあいクラブ演芸会」を開催しています。 

   地区内の６５才以上の１人暮らしの方・地区老人会・地区住民とのふれあいを目的と

して、踊り、コーラス、大正琴、民謡、詩吟、リズム体操、カラオケ、プロ歌手による

歌謡ショー等の演芸会を開催しています。 

   今年も、地区内の「こうま保育園」年長組の出演があり、多数の保護者が見学に来て

くれ、約３５０名程度の地区住民が集まってくれました。演芸会当日、最後に抽選会を

行うとともに、花の苗を配布して、多くの皆様に喜ばれました。 

 

 【宅配お弁当の配食】 

   当地区では、３月、５月、手作り宅配弁当を「７０才以上」の１人暮らしの方、１２

月には６５才以上の１人暮らしの方全員にお正月用品を配食しています。 

 

 【熱中症対策・涼感スカーフの配布について】 

   例年、夏場の暑さが厳しく、特にお年寄りの熱中症対策が重要であると考え、地区社

協では、１人も熱中症を出さないと考え、６月初旬に６５才以上の１人暮らしの方全員

に涼感スカーフを配布しています。 

 

《組織について》 

 小倉地区社会福祉協議会（和歌山市新庄） 

会員数：２，４４８名、実活動者数：４２名 

 【役員体制】 

  小倉地区連合自治会組織３６地区から選出 

  ・会長１名、副会長２名、会計１名、会計監査２名、理事４名 

  ※３６地区を４ブロックに分けブロックから各１名の理事を選出する。 

  ※各種事業の計画立案は、役員、理事で検討し全体会議で決定する。 

 【推進委員】 

  ３６地区から１名の推進委員を選出 

  ・各種事業の決定、連絡、手伝い等を主に行い、地区内で１人暮らしの方の見守り 

活動を行っています。 

【活動経費】 

 活動経費は、自治会会員より３００円を徴集しています。 

（小倉） 

活 動 内 容 

 



 

 【子供センターの取り組み】 

   小倉地区子供センターでは地区内の各種団体が毎月土曜日、輪番で、小学生を対象と

して、大人と子供の交流を図るため、ゲームなど行い、ふれあい活動を実施しています。 

 

 【１人暮らし支援者防災マップの充実】 

   地区内の１人暮らし要支援者に対する「防災マップ」を５年前に完成し、日々の充実

を図っています。 

   例年４月以降に、推進委員の協力で要支援者の増減等の調査を行っています。但し、

多くの問題点があります。個人情報の扱い、個人に対する聞き取り問題、成果物の保管、

閲覧の扱い等、解決を図る問題が山積みしています。 

 

【地区食事会の開催】 

   毎年１０月頃に６５才以上の１人暮らしの方を対象として食事会を開催しています。

当日はお弁当を購入し、食事のあとゲーム・講演等で交流を図っています。問題点は、

会場までの送迎時の交通事故等が発生した場合の対処方法があります。 

 

【小倉地区文化まつり】 

  毎年１１月に小倉地区文化まつりを、連合自治会を中心として、各種団体が実行委員

会を組織して地区住民全体を対象として盛大に開催しています。 

  地区社協としては、６５才以上の１人暮らしの方全員に、当日会場内の模擬店で使用

できる金券を配布、昨年はバルーンアートを出展して、多くの子供さんに楽しんでいた

だきました。 

 

 【研修旅行】 

   毎年、年度末に地区社協役員、地区推進委員及び人権委員会との合同研修旅行を行っ

ています。 

 

 ※福祉推進委員の役割 

小倉地区福祉委員は、各地区において選出し任期は、１年又は２年間の任期であり、

先ほど報告しました各種事業を行っています。 

福祉推進委員は地区内で選出するため、地区住民とは顔見知りであり、多くの推進委

員が、その地区で生まれ育ってきた方が主であり、地区事情に精通した人が福祉推進委

員を務めてくれています。 

 福祉推進委員は、６５才以上の１人暮らしの方について生活状況もほぼ周知している

ため、宅配弁当を配食する時には案内の文書を配布し、配食の要・不要の返事を取りな

がら、健康状態等の確認、見まわりをその都度行っています。 

 地区社協の各事業について、すべて１人暮らしの方との面談方式を取り入れ、その

時々の見まわり活動につながっていると思います。 

 １人暮らしの方から相談等があれば、速やかに地区民生委員との連絡体制を取れるよ

うにしています。 



 

 

行事開催場所への集合時の交通事故等の扱いが問題点としてあります。 

（特に高齢者対象事業が主体となっているため） 

 

 

 

 地域で高齢者の増加が考えられるため、福祉事業のもれがないような目配りが、今後重要

になってきます。 

 

 

工 夫 ・ 問 題 点 

活 動 予 定 
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